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.

德

川

時

代

に

於

び

み

商

業

論

の

變

遷

野

村

兼

太

IK

‘.
德
”

時
代
を
通
じ
て
町
人
階
級
が
漸
次
に
實
際
的
勢
カ
を
獲
得
し
、
武
士
と
雖
も
そ
の

.

前
に
雌
伏
せ
，ざ
る
を
得
な
く
な
つ
た
こ
と
は
、

す
で
に
古
く
か
ら
論
ぜ
ら
れ
、

一•般
に
承
認
さ
る
、
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
べ
て
天
下
泰
平
と

な

り

、

國
內
に
於
け
る
交
易
が
安
全
と
な

る
と
共
に
、
商
業
が
發
達
し
、
商

業

が

愛
I

と
共
に
、
商
業
階
級
が
實
際
例
勢
力
を
得
て
來
る
の
は
S

に
於
い
て
も
常
然
の
現

象
で
あ
つ
た
。
少
く
と
も
國
拔
的
統
一
；
が

簾

さ

れ

、
ば
、
そ
れ
に
應
ず
る
商
業
'階
級
の
發
股
を
生
ず
る

C
.

わ
が
德
川
時
代
は
恰
も
こ 

の
時
期
に
相
應
す
る
も
の
で
あ
つ
た
o
' 

:

-

を

が
W
.人
に
對
し
て
採
つ
た
態
度
‘は
時
代
に
依
つ
て
相
遠
す
る
。
私
は
こ
れ
を
大
體

I

二
つ
の
時
期
に.分
つ
こ
と
が
出
來
る
と 

思
ふ
。
第
一
.期
は
初
期
の
商
f

出
の
時
代
で
あ
る
。
元
和
八
年
正
•月
の
京
都
町
觸
：に
.「

右
諸
國
商
人
交
f

 

A之
儀
諸
人
之
嚣
也 

f
ぎ
之
法
を
立
多
勢
f

i

み

し

起

證

文

を

書

不

，
可

，
諸

裏

”

其
身
之
意
棄
た
る
べ
し
飽
而
就“一
諸
事
-結
；
徒
^
^
^
^
^

先
規
堅
被
ニ
停
止
：

,

之
訖」

と
記
せ
る.
が
如
く
、
|

>

各
人
勝
手
に
諸
商
寶
を
行
ふ
こ
と
を
命
じ
た
。
こ

の
_

の
方
針
は
幕
府
が
對
外 

德
川
時
代
に
於
け
る
商
業
論
の
變
遷
 

七

九

C
I
S

八
五
V



,
儒'川
時
代
に
於
け
备8

の
變
遷
 

，八
0.
.

(

一 
五'
3 

i

を
嚴
蕾
制
限
し
た
後
に
於
い

.
て4

り
f

か
っ
た
。
即
ち
明
曆f

年
九
力
に
は
諸
商
人

仲

，

ヶ
即
ー
同
之
裔
合
寄
合
等
停

.
^

.

.
I
とI

f
 

又
天
盈
？

忍
f
 
:は「

町
I

I
麗
人
何
f
 :
f
一
.
同
之
中
合
；
一
切
仕

I

候
尤
商 

幕

貴_

時
々
之
通
一

1

賽
可
仕.
候」

と
豐
て
ゐ
る。
CI 

■
こ
の
明
に
な
れ
ば
響
上

一

っ
の.
制
度
と
し
て
盟
、
仲

間
か
發
坐
し:0
よ

っ
.

た
の
|

.

る.
。
し
か
し
慕
府
辕
期
の
達
を
持
續
し
て
何
處
ま
？

一

 

同
の
巾
合
せ
を
嚴
禁
し
て
ゐ
る
。
、 

く
の
；^

き
矿
業-
d

K

P

裳
は
叫
力
に
，
W

期
の
辟
業
發
展
を
促
が
す
に
役
立
っ
た
と
寧
へ
ら
れ
る
。
上
記
の
如
く
す
で
に
商
業
發
逑
っ 

•

^

ィ
を
具
が
し
て
ゐ
彦
東
，暴

'E
-
S

を
認
め
炎
の•
で
、あ
名
か
ら
、
發
股
に
は'好
都
合
で
あ
っ
たo

こ
の
南
货
想
は
學
界
の：
 ̂

'

に.
も>

ふ
ら
れ
る
タ
例
へ
ば.
爆
S

,

繁

京

師

の

善
S

貞

順

の

た

め

に

.
作

堂

 

に
、

「

凡.
囘

逢

馨

、
通
-
%
無
一

M
以
利1,

也
、
非I

人
而
益
き
矣

」

、
と
云
へU

に
商
業s

f

認
め
、S

を
I

す
f

の
で
あ
ら

乃
。
： 

：

-
 

.

か
く
て
塵
は
發
展
し
1

そ
の
商
業
區
域
は
口
本
全
國
S

っ
た
。
他
方
I

の
向
上
.す
る
に
っ
れ
て
I

は
複
雜
化
し
た
。
足 

.つ
て
咒
叫
の
敢
4
.拟
態
に
利
墟
ず
る
配
給
組
織
が
榄
成
さ
れ
る
や
ぅ
に
な
る
の
は
當
然
で
あ
る
。
即
ち
こ
し
に
問
屋
⑴
度
、
朱
P

出
の 

r

K

r

を
瓦
る
に
互
っ
た
。
前
述
の
如
き
■

の
法
令
に
も
拘
ら
ず
こ
れ
等
の
製
は
益
ノ
勢
力
を
得
-
終
に
は
雜
府
も
こ
れ
を
承 

認
し
、
I

H

こ
れ
.

し
、
蠻

f

 

.取
上
げ
特
f

l

す
る
崖
っ
た
。
勿
論
採
仲
間
Q

I

も
の
は
特
H

I

的
取
締
そ 

の
他
の
I

か
ら
#

許
し
f

の
も
I

。
例
へ
ば
馨
屋
.、
齋
肆
、
旅
人
宿
、.

I

、

古

董

、

抱

鐵

質

管

つ

い

：
て

な

さ

^
，
た

も 

.
の

は

こ

れ

ぶ

屬

オ

る

，

O

I)

‘し
♦
し
裏
江
戸
の
十
紐
¥

等

貴

き
I

f

邏

I

つ
て
生
じ
た
も
？

i

p

?

 

qし
て

も
慕
拇
は
次
第
よ
同
證
合
を
認
め
.-
ミ

れ
I

占
さ
せ
るm

e

:

又
幕
庥
H

ル
に
依
？

一
 
舣
の
奢
侈
を
も
禁
ぜ 

ん
と
し
た
の
でI

。
即
ち
新
奇
の
品
そ
作
り
人
のI

心

る

こ

と

を

禁

じ

た

の

で

あ

る

。
例
へI

保
六
丑

年

に

i

lv
 

I

人
:#
ヶ

如

を

萍

メ

 
H
行

管

如
I

事」

な
る
法
令
を
發
し
、
む
し
ろ
仲
麗
織
を
獎
働
し
、
そ
の
中
に

r
吳
服
道
具
書
物
類
.ハ 

不
及
中
諸
商
霸
菓
子
類
に
て
為
規
，一
巧
出
し
候
f

今
以
後
堅
停
止
たI

無
據
子
細
有
之
ハ役
所

江

訴

出
ゆ
る
し
をI

仕
出 

事」

と
令
f

が
如
き
I

る
。i

g

:

置

f
 
:り
i

改
f

 
S
間

裹

一

期
#

る
。_

2

#

よ

冬

去

味

伸
間
利
;|
]

時
代
と
も
宕
ふ
こ
と
が
出
來
よ
ぅ
0 

天
保
改f

f

Q

は
、

十
二I

月
-
老
中
水
野
越
前
守
忠
邦
が
な
し
た
馨
的
肇で
あ
る
。こ
のI

の
中I

I

 

の

覆
I

じ
て
1

。「

向
後
仲
間
株
札
ハ
勿
論
此
外
共
都
而
問
屋
仲
間
幷
S

杯
と
唱
候
儀
ハ
不
相
成
候
。

」

し
か
も
賽
の 

I

.を 

一_

舣
，に
認
め
て
ゐ
る
。「

都
而
何
國
よ
り
出
候
何
滞

1
1
.

而

も

.潔

人

直

寶

貿

滕

：

手
次
第
た.
る
べ
く
候
。

」

I

〕

こ
の
法
令
の
具

は
物 

價
の
引
下
に
あ
っ
た
。i

し
實
際.
に

於

い

失

敗

に

終

っ

た。
：
S

友

。
こ-

に
こ
の.
天

保

肇
I

論
す
る
I

I

い
。
窘

唯

こ

の

：頃
に
な
る4

株
仲
間
の
窘
が
商
業
の
麗
す
る
に
つ
れ
て

：
 

埼
大
し
ハ
そ
のI

も
f

な
く
、I

と
し
て
は
こ
れI

用
す.
る
よ
り
も
、
，む
し
ろ
そ
.
I

f

恐
る
4

 

る
。
し
か'1.
當
诗
の
社
翕
織
の
下
に
於
いS

M

く
べ
t

ざ
る
f

鑛

で

あ
U

こ
S

邦
の
失
f

る
所
以
で.
あ
つ
た
。， 

嘉

永

骂

に
I

し
先q

は
全
く
|

を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
び
し
か
し
.

I

碧

I

の
組
織
に
對
すI

度
は
鞏
以
前
の
如 

で
伯
為
ヵ
っ
た
似
へ
：ば

r

ぅ
ィ.1

1
1

年
水
火
の.
災.
あr

o
.

に
際
し
、
問
屋.
を
：興
興
す
名
の
；議
が
起
•

っ
炎
。
そ
の
時
町'
奉
行
の
一
人
遠
山
左. 

德
川
.時
代
に
於f

商
業
論
の
霊 

4

 

(
m

八
七〕



；

德
バ
時
代
に

.

.

於
：け
る
商
業
論
の
變
遽

.
 

X 
^ 

-

(

一"

五'

\

)

.

r
門.
尉
の
意
見
に

「

十
組
之
名
目、.幷1..

萬
t

.w

.

可
然
哉
に
奉
存
候

」
0
.

1’

節
が
あ.

る.

08

ろ
.

以.

つ.

て
そ
：

0

ニ
：

.

.

斑
を
推
测
ず
る
と
も
が
出
來
ょ
ぅ

0
^̂
 

.

:
以
上
私
は
德"
時
代
の
：商
業
が
發
展
ず
る

.H.

つ
れV、

.

問
屋
株
仲
間
の
組
織
が
發
達
^

.
記
し
た
。.
一W
し
て
云
ひ
得
る
こ
と
は■商
業
階
級
の
勢
力
の*
次
に.
擴
火
し.
て
行
：つ
た
，
こ.
と
で
あ
る.

0

幕
府
が
株
仲
間
.を
認
め
た
も
の 

•
も
、.
又
と
れ
を
否
認
せ
ん
と
欲
し

.
た
の
も
、
何
れ
も
商
業
發
展

.
の
皮
映
に
.外
な
ら
な
い
々
.か
ぅ
云
ふ
經
濟
的
狀
況
.
を
背
景
と
し
て
\
當 

.時
の
經
濟
論
諸
が
商
業
及
び
町
：人
階
級
に
つ

.
い.
て
如
何
な
る
態
度
を
と
り
、
如
，何
な
る
觀
察
を

T
し
た
かo 
.又
そ
れ
が
，初W
ょ
.り
後
切 

K

茧
る
に
及
ん
で
如
何
に
變
遽

.
し
て
來
た
かo,

こ
れ
等
.の
點
を
明
か
に
ず
る
の
が
本
文
の
目
的
で
あ
る
。

註

i
「

德
川
禁
令
考U
第
六
帙
、
一
頁
。

註
ニ 
：
同
上
第
五
蛛
、
三
五
一
一
頁
。

'

註

三

同

上
-*
三
五
三
頁。. 

..

註

四

「

惺
髮
費
っ
日
本
經
濟
大
典

」

第
五
十
一
卷
所
載
に
據
る

〕
 

•

:
註
五
ぅ
德
川
禁
令
考

」

第
五
映
、.
三
七
五
、
-
三
八
ー
頁
等
。

.

註

六

间

上

、
三
五
四
真 

.

'

註

七

同

上

，
三
六
五
頁。'

•

註

八

幸

田

成

友n
株
仲
間
のI

s

同
氏著

-'.

日
本
經
證
研
究
し.
雪
八
頁
以
下
所
載
に
詳
細
な
る
記
述
が
I

O

つ
い.
て
參
照
さ
れ
た.

九

'

「

江
戸
會
雜
認U

 

5

—-
*

八
頁
所
載!--.
據
る
プ
序
に:.
■•
江
戸
會
雄
訖
は「

江
戶
會
諾*-.
の
前
身
で
ぁ
る
，
混
同$

る
、
こ
で
を
恐

.

:

'

"

れ
て一

言
附
詆
す
％ 

: 

:

'

.

•

.

.

ニ
ー.
.
 

'

,

8

產

財

源

の

書

る

對

象

と

し

た

德

川

時

代

に

於

ぃ

て

、

一
般
に
農
業

|

の
思
想
が
规
か
っ
た
こ
と
は
一

K

ふ
，H

i

な 

い
。
そ
れ
に
對
し
商
業
は
議
又
は
末
業
と
稱
し
卑
賤
な
も
の
と
さ
れ
た
。
士
農
エ
商
四
民
の
末
越
に
座
す
る

# .

は
商
贤
で
あ
っ
た
。 

■，
一
 
I

身
體
聲
に
し
て
君
は
心
氣
の
如
し
、
影U

い

客

另

マ
I

に

も

置

は

也

天

下

の
®

f

り
著
は
あ
ら
ず
、
/

S

0
>
,

こ.
れ
德
川
時
代
を
通
じ
て.一
般
論
者
の
有
せ
る
蓋
で
あ
っ
た
o
r

庶
人
のj 

f

繁

は

、
農

が

蜜

てH

商
は
？

助
f

Q

な
り
、

」

S

I

V

と
の_

で
あ
っ■
た
0

;

:

し
力
し
寒
に
於
ぃ
て
は
未
だ
商
人
を
不
要
な
り
と
考
へ
る
者
比
な
か
っ
た

o

先
：に
引
用
：せ
る̂
 

'

「

三
段.
一
と
し
て
不
レ
可
レ
欠

」 

も
の
で
あ
っ
た
そ
の
理
も
有
如
相
通
ず
る
を
職
分
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

r

商
，は
あ
：き
人
に
.

て
*

居
な
が
ら
：あ.
き
な
ひ
す
る
も
、
國 

.

f々

有
て
荷
る
笊
の
物
を
無
き
所
へ
通
ず
f

手
に
所
作
な
くV

金

銀

参
 ̂

お
し
な
べ
て
商
な
り。」

B

 !

こ〕 

「

遠
方
遠
|

交
易
せ
し
め
難.
き
を
以'
て
、
其
間
に.
中
次
を
い
；た
し.
て
其
勞
役
を
取.
て.
擎

得

る

、
是̂
 

「

國
に 

.

交
f

ら
ざ
れ
ば
有
無
を
通
ずI

と
難
し
、i
:

質
の
交
f

る

ゆ

念

也

、

」
(

註
一
.S

基

ょ
し.
と.
す
る
考
ぺ
方
が
存
し
て
ゐ
.

る
。
そ
しI

れ
は：

.r

天
遨
運
而
無
レ
所I
.

:

故
戴
物
f

 
c.」

l

.

£

と

か

、
：

「

天

卞

之

財

寶

蕃

、

天 

:

下
之
財
寶
、
而
非
ニ
人
之
財
寶
で
能
交
I

潤
-

而
通， 1用

鬆

裊

#

ふ
思
想
が
關
傲
づ
：け
ら$

.德
川
時
代
に
於
け
る
商
業
論
の
變
遷

.

'

 

V

二
 

(
「

五V

九)

.



i

l

i

l

i

 

-

s

 

a

_

)

致
：1_

ト

產1

聚.
，1天
卞
之-«
S
I

>
 

s
-
s

®
 

s 

 ̂
J
 
p

i 

.

:
し
か
し
流f

よ
く
し
、
交
易I

ん
字
れ
ば
、
：
商
業
.
が
發
達
し
、
：町
人
階
級
：が
勃
興
す
る
こ
と

^

食

と
8

實
，に
氣
が
.
つ
い
てI

の.
で.
l
o「.
l
小

翼
S

海
の
露
よ

«

が
た
し.
0
商
人
|

士
貧
し
く
|

も
の
&
り
,°

1

焉

四
§

ぅ
ち
エ
と
商|

も
つ
で
咐
人
と
號
せ
り
、
い
に
し
へ
は
百

姓

よ

 

々
町
人
：は
下
座
な
り
と
い
べ
.
.
f

、

實

H
、

.

貴
人
の
細
前
へ
も
召
出
さ
る
、

f

あ
れ
ば
：、

S

つ
I

く

营

百

姓

め

上I

る
に
似
た
り
、」

s

s
 

f
百
.姓
の
上
に 

I

ば.

か
I

く
、
武

士

と

雖

為

<

に
頭
が
上I

く
な
つ
た
。
，
終

に

は

「

と
か
く
お
公
家
様
よ
り
も
、
お
大
名
よ
り
も
、
町
人 

に
て
余
銀
澤“

な
る
ほ
ど
、
結
權
な
る
も
の
は
な
し

」
§

ろ

と一

般
に
考
へ
る
や
ぅ
に
な
つ
た
の
で
あ
る

C

 

\

こ

の

機

はI

の
上
か
ら
見
て

一

つ
の
矛
盾
とI

。
百
姓
は
尊
む
ベ

f

の
ノ
町
人
は♦

し
む.

ベ
I

の
、
然
る
に
流
通
交
易 

.

1

に
す
れ
ば
、
勞

多

喜

姓

は

衰

へ

、

.

骨
折
の
少
き5

は
榮
へ
％

そ
こ
で
理
論
的
に
こ
の
矛

f

救
濟
し
な
けS

 

そ
れ
力
義
禾
の
議

r

と
な
る
。

.

町

人

は

卑

し

き

弯
I

。
何
故; ^

ら
仗
利
を
蓐& .-

に
す
る.

か
ら̂

あ
る0.

 

r

商
®

の
法
交
易
の
^
小
レ 

聲

I

、
民
利
を
食
るこ
と

I

と
す
-

」

|

〇>
 

義
を
忘
れ
る
。
故
に
町
人
を
敎
ヘ
導
き
、
賽

の

制
f

明
か
に
し
な
け
れ
ばな 

ら
な
：い
。
町
人
が
義
を
知
り
、
食
る
こ
と
な
く
、

£

き
利
を
得
るI

ば.

、
そ：

I

I

し
いC

「

M

如
n

±

之
祿
仕
。
農
之
耕
稼
。
エ 

之
製
器
。
商

之

交

長
.

亦
S

體
之W

O

是
利
而
已
矣
。
蒙

.

か
s

ir
“s

s

,
非

齡

乎O
L
8
H
V
か
く
し
て
そ
の
交f
 

f

る
勞
力
の
報
酬
は
認
めI

る

。''
ぬ

鹿

素

行

の

如

き

f

な
■

格
を.
足
め
ん
と
塞
す
る
游
も
ゐ
つ
た
の
でt

i

さ

こ

の
議
論
か
ら
後
世
の
商
業
道
德
論
は
缂
き
出
さ
れ
る
o「

お
ょ
そ
商
の
み
ち
と
は
ノ
金
銀
を
も
つ
て
物
を
買
と
り
*

利
将
を
扒
ナ
て 

ぅ
れ
る
|?

を.
の
み
い
ふ
に
ぁ
ら
ず
、
商
の
字
の
心
は
商
1

と
い
ひ
て
、
物
の'
多
少
好
惡
を
は
か
り
は
か
り
て||]

を
な
し
、
利
德
を
得
る 

は
み
な
是
商
の
類
な
り
、

5

に
し
べ
姑
金
銀
を
つ
か
ふ
第
な
く
て
唯
も
の
を
も
つ
て
物
に

^

た
り
、
こ
れ
を
交
揚
と
も
い
ベ
り
、
•
ハ 

物
| :-
少
高
1
^
| '
&
!

、
办
益
| :

フ
? :
、

高

利

卜

ハ

る

か

な

 
v

w>
M-
>

- l
:

X

I

^ :

、
fe
>

t>
M-
'

l ;
>

^ :
?

、
乾

^ :
1

? ;
、 

人
の
陸
の
物
に
力
へ
て
天
下
の
財
物
を
证
じ
、
國
家
の
用
を
達
す
る
を
、
眞
の
商
人
と
は
い
ふ
な
り
、

」
c

註 
一H
o

そ
^

は
や
^
.
て
町
人 

階
級
の
自
尊
心
を
權
成
す
る
跋
.

礎
と
も
な
り
、
又
心
學
遒
德
の
极
底
と
な
つ
た
。

「

寶
利
ヲ
得
ル
ハ
商
人
ノ
遒
ナ
リ
。
.
：
：
商
人
ノ
鹫 

利
ハ
士
ノ
祿
土
同
ジ
？
寶
利
ナ
ク
バ
士
ノ
祿
無
シ
テ
事
ガ
如
シ
。

」

i

一e

と
云
ひ
、「

商
人
ノ
遒
ト
云
ト
モ
何
ゾ
士

：

農
工
ノ
遒
一
一
替
ル
コ 

ト
有
ラ
ン
ャ
。
孟
子
乇
道
.

ハ
一
ナ
リ
ト
ノ
玉
フ0 
士
農
士
商
ト
モ
一
一
天
ノ
一
物
ナ
リ
。
天

 

一
一
ニ
ッ
ノ
遒
有
ラ
シ
ャ

0
」
(

註
ニ
五〕

と
論
ず
る
。 

又
町
人
が
多
く
賤
く
な
る
を
歎
じ
な
が
ら
も
、
次
ぎ
の
如
く
云
ふ
。

「

凡
人
間
と
生
れ
出
る
中
に
、
高
き
賤
き
愚
な
る
の
品
、
さ
ま 

有
中
に
、
取
分
商
家
に
生
る

〜

華
は
、
其
こ
、
ろ
ざ
し
の
賤
く
な
る
事
何
故
ぞ
な
れ
ば
、
今
日
邪
智
貪
欲
の
仕
業
を
見
聞
な
ら
ひ
、

11

-
の 

心
ざ
し
な
く
非
逍
に
人
を
妬
み
、
或
は
恨
を
含
み
て
益
な
き
事
に
人
を
そ
し
り
、
つ
ね
に
述
懷
た
へ
ず
不
了
簡
の
事
の
み
に
心
を
苦
し 

め
批
に
往■

も
な
く
、
ぅ
か/

、

と|

生
を
過
f

こ
そ
淺
ま
し
け
れ
、

歡

し
て
善
人
に
ぅ
っ
さ
ば
、
知
暴
と
も
與
者
と
も
藝
か
と
も
荷
德

A>
^
l

も

な

ど

む

い
’

5 :

わ
、
あ
{
}i
l'
c
>

あ
s

t

u

h

、
Hh
t
 

を
f

ふ
ょ
り
外
有
ま
じL

、
共
備
け
様Q

H

夫
S

い
て
は
、p
i

緊

^

U
I
^

客

^

^

、
其
誠
f

つ
て
な
さ
ば 

S

か
な
る
事
に
も
及
ぶ
べ' 
し
。/

粧I

利
を
追
及.
す
る
商
業
の
0
0
と
利
を
否
定
ず
る
武
士
的
道
德
と
の
■

和
を
，
ら
ん
と
す
る
も
の 

德
川
時
代
に
於
け
る
商
業
論
の
變
遷
’ 

. 

.

.
八

电

o:
一
 

五
九.
-*
V



德
川
時
代
に
於
け
るt

業
論
-の

變

遴

.

 

八
？六

(

5

九

3,

.

で
I

O

し
か
し
町
人
を
賤
し
と
す
る
觀
念
は
久
し
い
後
，
ま
で
梭
け.
な
か
っ
たo

し
か
し
賤
し
と
感
ず
る
的

に

、

町

人

と

て
も

武

士

と
 

異
な
ら
ず
と
云
ふ
思
想
は
町
人
の
社
會
的
地
位
が增
進
す
る
と
共
に
强
く
な—

っ
て
來
た
ので
あ

る

。

■

 

0

山
鹿
素
行
n

山

鹿

讓

‘

產

. 

：

'

註

1
T

熊
澤
游
山「

集
義
和
爵」

怨
之
八
。

：
 

-

: •
•.

.

註
一
二 

同
上
。 

- 

:

,
.

註

一

三「

山
鹿
語
類.
，卷

之

五

.

'

■

註一

四

.同

卷
之
六
。 

•
 

一
 
.

註
.一
五
貝
肢
益
軤r

自
娛
集
し
卷
之
C

:

,

註

一

六「

山
鹿
^

類」

卷
之
±

 
一

一

。
 

■,

註
1

七

1

集

麗

書」

卷

丰

三

。

註
ー
八
西
;|
)

如
見
っ
町
人_
.

,

卷

之
0

.
; 

.

註
一
九
落
月
堂
操
巵
.

「

近
代
長
者
鑑'」

猞
之
四
0.' 

-

■

.

註
ニ
0

‘

、

山
鹿
、請」

卷

之

六0

-

•

:

:

.

■

:
:
'

.

―

ニ.一

1

自

娛

集」

卷

之

四

。

，  

：

.

、

，

註.一
.

三

细

稿「

山
鹿
！^
行
の
經
濟
學
說
本
誌
第
二
十
芄
卷
第
四
號
所
載

)

註

ニ

三

、
町
人

P
」

卷

之

，

一

。.

.

四
'

H

EU

_
?
都
鄙 H：答

.，

卷
之
1

0

. 

. 

-

.ノ
註 n 
五
■.

同
...上 
0:.
. 

'

'.
ノ

.

.

.

.

.
 
. 

■ 

• 
- 

V 

V

- 

- 

:

••

 ̂it
w.\( 
i ?I

f

.
註
ニ
六.

1
商
人
平
虫.
記」

lo

:

.三 

'

.

以
上
の
商
業
道
德
論
に
も
拘
ら
ず
、
町
人
の
利
己
的
行
動
は
一
曆
烈
し
く
な
っ
て
來
た
。
到
底
一
片
の
遒
德
論
を
以
っ
て
抑
止
し
.得 

べ
き̂

も
な
い
。
他
方
前
述
の
如
き
町
人
階
級
の
發
展
が
農
民
階
級
に
は
羨
望
を
坐
じ
、
武
士

.

階
級
に
は
反
感
を
高
め
た
。
從
っ

U

中 

顷
以
■

 

ノ
商
業.
に
對
す
る
批
評
が
多
く
現
れ
る
や
ぅ
に
な
っ
た
。
今

こ

の
商
業
に
對
す
る
反
感
ょ
り
生
ず
る
商
業
抑
止

——
又
は
進. 

ん
で
は
商
業
廢
-|
|
-
:

^
0
.

議
論
を
見
る
と
、
大
體
ニ
個
に
分
か
っ
こ
と
が
出
來
る
。

I

っ
は
奢
侈
と
の
關
係
か
.

ら
述
.ぶ
る
も
.の
で
あ
り
、 

他
は
農
業
と
の
關
係
か
ら

.1
K

ふ
も
の
で
あ
る
。1

か
し
こ
の
一
一
，っ

は
分
か
っ
ベ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
故
に
兩
者
と
も
結

n

可
に
於
い 

.

て
は
金
鈸
使
用
、
即
ち
货
辦
に
結
び
.

っ
け
ら
れ
て
ゐ
るo

し
か
し
先
づ
兩
方
面
か
ら
別
々
に
顧
察
し
て
ゆ
く
の
.が
こ
の
場
合
便
利
で
あ 

る
と.
思
ふ
？

.

.

德
川
時
代
の
經
濟
論
若
が
殆
ど
す
ベ
て
論
じ
.

て
ゐ
る
の
は
藉
侈
と
節
儉
で
が
る
。
し
か
し
奢
侈
と
は
何
ぞ
や
と
沄
ふ
問
題
に
な
る
と 

頗
る
不
明
瞭
で
あ
る
。
例

へ
ば

「

っ
か
ふ
べ
き
鞔
理
な
き
に
も
む
ざ
と
っ
か
ひ
、
：っ
い
や
し
あ
た
ふ
べ
き
道
な
き
に
も
み
だ
り
に
あ
た 

へ
、

す

こ

し

，
の

褒

美

あ

る

.

べ
き
忠
功
に
過
分
の.知
行
を
加
恩
し
、
家
作
諸
道
具
以
下
な
^〜

つ
き
て
も
分
過
を
こ
の
み
、
財

寶

を

あ

し

 

み
た
く
わ
へ
ざ
る
を
世
俗
き
ょ
ぅ
と
い
へ
り
^

ハ
部
ニ
七
ぃ
き
ょ
ぅ
と
は
浪

^

に
近
い
も
の
を
沄
ふ
。
あ
る
ひ
は
：

r

民
に
分
限
を
守
ら
し
む 

れ
ば
、.
豊
な
れ
ど
も
赉
る
と
七
な
し

」

と
1
25
:

ふ
。|

5

. :

何
れ
も
分
限̂

恶
本_
と
す
る
杣
象
的
議_

で
あ
る
。

.

し
か
1

-&

れ
を
與
體
的
に
异
ふ
時
丨
殊
に
社
會
全
舷
忙
.
'

っ》

て
述
ぶ
る
峙
、
彼
等0

議
論
は
：當
峙.
め
社
#
が
漸
次
に
向
上
せ
る
坐
活
、
 

.

徳
川
時
代
に
於
矽
る
商
熬
論
の
變
遷
：

.

：

/

'
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i

時
泛
於
け
る•商
業
論
：
S
.

遷 

'

X

X

人

， 

g

ひ
、
I

物
質
的_

i

l

f

、
.
使

老
I

て
_

が

撰
#

f

の
6

の
多
事
。.五
家
以
前I

 
一I

I

I
む
‘t
 一f

も

海.
る

霉.

1
 

大
事
と
せ
ず
。 

f
 く
だ
き
候
。’含
猶
以
今
め
十
分'I..

に
し
て
も
。
人
の
述
輩
及2

1
^

よ
I

猶
繁
f

ヶ
し
が
、I

よ
I

f

好
む.
I

は
あ
り
な
が
も
、：
儉
素
を
.

尊
ぶ.Q

.

人
I

ほ

く

あ

り

き

。

.

…

•
い

つ
 

.

L
I
や
う
の
.人
も
う
せ
は
て
ひ
 
'在
E

 

士
太
夫
世
管
浴
‘し
、
泰
平
农

蓄 

宴
•安
を
P

み
懷
ひ
て.'北
ハ 

想

句
な
る.
翦
爻
さ
と
ら
ず
。
驕
奢
淫
佚
と
.

、
墨
る
も

あ

.牛
しむ
に

.
た

ら

尹

o

」

l

o

v

 . 

•

-

か
くQ

.

如
I

侈
は
I

Q

向

上

奏

蓝

し

く
I

。
殊
s

f

篇

す

る

最

つ

て

町
人Q

生g

勝

し

く

奮

に.
な
つ
たo 

,
讓

は

も

と

四
レ
の
其
間
に
立
て
諸
陸
に
往
行
し
其
有
無
を
交
易
す
る
を
泰
職
也
と

.

い
へ
ど
、
金
銀
を
自-5

V

す
る
を
以
、
表
よ 

塵

下

へ
f

似
て
、I

民
I

高
し
、
凡
そ
世
上I

官

聲

I

f

所
、
十 

.

§

に
|

、
世I

事
と
し
て
：不
レ
及
蕾
し
、諸
侯
大
夫
も
是
が
爲
に
.其
筆
を
措
て
借
用
す
る
事

^

凡.

|
の
：世Q

商
I

©

、.
底
は
商
で
て
表
は
商
.に

营ず
、

.腿

蒜

を

？

ず
、
羞

f

と
ら
ず
、
船
I

ひ

塞
 

£

 

•土
と
商
美
に
白
眼
し
て
頭
を
う
な
づ
き
、
•一

 

I

し
て
忽
千_

金
と
城
事
、
中f

り

起
て
身
に
錦
を着
、

ロ
に
美

味

を
 

食
ゎ
て
、
：f
 
f

 
I過
し
來.
る
。
n

A>
l;
^

.i
:

f;
、
^

^

|:
公

妃

I:
<-,

m

^
:

、
e.

H 
G事
實
町
人
が
奢
侈1

つ
た
例
は
頗
る
多
い
。
三
井
三
郞
左
衞

5

「

曾
て
商
人
心
は
無
レ
之
様
.
に
榮f
s

、
I

I

多 

質
上
、
.
_

屋
|

|
み

、
：後

に

聚
樂

に

て

松
屋町

通

に

引

f

'

あ

く

ま

で

心

f

て
f
 

I
請

し

、

庭

数

寄

歌

風

流

_

人

.遍

':

盤
將
其
|

|

塵

し
‘

人
に
は
無
類
の
榮
耀
者
也
,

」

又m

井
.六
右
銜門
，
ば

v「

f

商

f

 
f

,

不
レI

り

餘

义

後 

'は
哎
淸に

：： =
:
f

力
.

ま
ひ
夫
へ'
引
能
り.
、
‘
種
々
：
の
榮
耀
を
極
め
け
る
、
•

■

鳴

_

の

龍

寶

沙

汰

い

た

し

候

L°
l

s

こ

の
類
の
實
例 

は
誠
に
枚
擧.
に
遑
が
な
い
。
：
 

，;•

か
く
し
て
奢
侈
は
翁
遺
ひ
ょ”

生
ず
る
。
金
銀t

は
町
人
に
利
益
を
與
ふ
る
こi

大
で
f

、

彼
等
.の
生f

奢

侈

潜

上
な
ら

し
む
る
。
こ
、
に
於
い
て
こ
れ
等
町
人
の
奢
侈
を
抑
止
し
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら

.

ざ.
れ
■ば
武
士
を
始
め
一
般
の
生
柄
I

‘

奢
侈

I

る
の
み
でI

O

一
老
收
入
に
依
つ
て
生
沿
す
る
武S

益

ぐ

困

響
S

み.
で
|

?

そ

れ

：
に

は

金

銀

遺

.ひ

で

あ

る

こ

と

が
.
'

問

題

名

る

。
今
さ
ら
に
進
ん
.

で
こ.
の
こ
と
を
論
ず
る
前
に
、
先
に
提
出
し
た
他
の
方
面
か
ら
靈
を
論
ず
る
諸

f

紹
介
し
V

S

 

•
た
い
。

’ 

.

. ;
■

.

&
は
障
の
す
で

あ
る
こ
れ
は
以r

l'
t
l
ず
で
に

述

ベ
た
。
然
る
に
實
際
.と
し
て
農
は
#

多
く
し.
て.
利
が
少
な
い
。
か
つ
ニ
般
に
農
を 

尊
重
し
な
い0「

農
民
は
日
夜
勒
勞
す
れ
ど
も
、
やX

も
す
れ
ば
、
水
旱
風
蟲
の
災
あ
り
て
、
そ
の
利
少
し
c

_
歳
凶
し
て
土
貢
を
納
む
る 

こ.
と

を

拟

け

ば

掌

を

ぅ

り

、
身
を
寶
る
に
至
る
。
年
毁
な
れ
ば
、
米
穀
價
や
す
く
し
て
、

.

困
究
を
ま
ぬ
か
れ
ずo

利.
少
き
故
な
りC 

.

.
工
人
は
そ
の
勤
、
農
に
及
ば
.

ざ
れ
ど.
も
、
そ
の
利
多
し
。

i

か

ま

を

i

i

k

i

r.
:

治

、

A

i

g

d

v

 

t
n

を
作
る
#

は.
少
く
し
て
骽
を
迆
リ
、
貨
物
を
商
ふ
客
多
し
0」

_

ニ1|'0
そ
の
上
、「

百
姓
農
人
々
い
へ.
ば
、
火
小®

富
の
差
別
な
く
、 

こ
れ
を
下
ロ
⑴
と
し
て
滕
む
め
、
町
人
の
富
る
も
の
を
、
富
貴
の

■
人
と
敬
ひ
重
ん
ずOJC

註
肩
：
こ
の
現
象
は
，そ
の
後^

實
で
あ
る
故
に
同
榇
の
觀
察
が
幕
末
期
の
論
者
か
ら
も
發
見
し
得
る

。
' 

例
へ.
ば

.

「

町
家
商
人
共
は
四
民
.の
末列

に

信

て

、
諸
士
百 

徳
川
時
代
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.於
け
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商
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姓
之
間
に
は
さ
ま
れ
、
其
餘
澤
を
な
め
て
經
•
營
仕
冬
の
にI

、
諸
士
百
姓
さ
へ.i

に
成
候
得
者
、
商
人
は
其
ま
、
御
搆
不
レ
被
レ
成 

U

 

繁
I

候
事
と
相
見.
へS

、
當
今
人
情
太S

化
に
浴
し
て
、
遊
惰
に
ふ
けI

侈
に
走
り
、4

c
」 i

6

ひ、
&

 

羨•&

事
、
上
下
闲S

病
根
に
御
座
候
、
此
病
极
を
癍
治
仕
候
工
夫
は
、
商
を

.

い
や
し
み
農
を
尊
ぶ
し
か
け
に
不
&

候
て
は
相
成
間 

敷

：
：」

I

s
,

とM

ベ
る
が
如
き
で
あ
る
。

r

そ
の
I

は
何
處
に
あ
る
か
。

「
末
代
世
の
中
金
銀
つ
か
ひ
と
.

成

ル

磐

、
天
下
の
金
銀
寶
貨
、
み
な
商
人
主
ど

.

り
て
、
米
穀
諸
色
價 

の
高
下
、
み
な
商
人
の
定
る
事I

り
、
世
见
の
金
銀
乙
と
ぐ
く
町
人
の
手
に
落
集
り
、
世
上
の
華
美
、
多
く
は
町
人
の
風
俗
ょ
り 

始
少
、
花
車
風
流
の
あ
そ
び
多
け
れ
ば
、

S
つ
と
な
く
百
姓
は
風
俗
い
や
し
く
見
ぇ
て
、
人
に
侮
ら
れ
、
賤

し

め

ら

る

、
世
と
な

I
 

多
、」

I

s

そ
こ
で
問
題
は
稗
び
金
銀
遺
ひ
如
何
に
歸
す
る
o

.

當
時
I

窜

塵

を

以

つ

て

不

用

なI

考
へ
る
者1

だ
少
な
か.
つ

た

。
_却

つ

て

蒙

: l
: t

>.
°

: ^
m

 

へ 
S

乾

K

i

s

、
f

ず
し
1

、

f

 I

f

 

者
共
之 
I

 
座

候

、

f

 
8

之
S

鋳

に
.

浮
f

 

夢

.

へ
る
が
如
き
、I

*

又
林
子
平1

評
に
て
外
に
益
な
き
者
に
御
座
候
、
實
に
無
用
の
穀
つ
ぶ
し
.に
て
有

レ

之
候
間.
何
か
被
|

様
可レ
有
レ

1

1

4

へ
る
が 

如
き
は
、

(

藝
3

そ
の
極
端I

も
の
で
あ
る
。
し
か
し「

般
I

f

不
坐
產
的
I

の
と
解
し
て
ゐ
た
こ
と
は
明
か
で
あ

る

。

没

にm

彼
等
I

論

か

ら

云

ふ

も

賛

成

粜

ない
。
、何
故
な
ら
ば
當
時
の
論
者I

 ‘

引
用
す
る
.大
學
の「

生
.レ
財
有-H

 

生.
，
之
者
衆o
参

之

蒙

々
爲
レ
之
者
疾
。
用V
之
者
f

s

脣

矣

、t
美

ふ
.

I

主

致

し

な

い

か

ら

で
あ
る
。

.

'

'
•

し
か
し
商
業
の
發
達
は
取
に
理
論
.

に
於
い
て.
是
認
し
得
な
い
：ば
か
り
，で
は
な
い
o

1-
際
阱
題
と
し
セ
支
配
階
級
た
る
武
士
を
脅
か
す 

も
の
で
あ.
つ

た
,0

即

ち一

方
前
述
せ
‘る
如
き
農
域
の
減
退
、
延
い
て
農
村
の
：疲
雜
は
租
税
收
入
の

.

減
少
と
な
り
、
他
方
生
沽
の
向
上
、 

物
惯Q

騰
貴
は
武
士
の
生
活
を
疆
せ
し
め
だ
。
從
つ
て
當
時

.

の
多
く
の
論
者
は
商
人
の
靖
加
.、
商
業
め
發
達
を
限
定
せ
ん
と
す
る
に 

至
つ
た
。
し
か
し
こ
れ
等
の
議
論
に
至
れ
ば
、
最
早
單
に
商
業
階

«

に
對
す
る
反
感
か
ら
の
み
坐
じ
た
.

の
で
は
な
い
。
武
士
階
級
の
生 

沿
そ
れ
自
體
を
危
く
す
る
財
政
闲
難
の
對
策
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

.°

故
に
こ

の"
點
を
次
ぎ
に
明
か
に
し
ょ
ぅ。

-

'
註

二̂

中
江
藤
樹「

翁
問
答
¥

卷
之
本
。 

,

. 

.

'

註
ニ
八
貝
原
益
軒
1

財
子
訓」

巾
卷
。

註
ニ
，九
賭
澤
群
山
”

集
義
外
書
‘

之
•

一
。 

‘

.

，.

註
三
〇
室
鳩
觅「

駿
台
雜
話」

卷
之
ニ
。

註
三
ー
田
巾
丘
隅「

民
間
省-
^

上
篇
卷
之
七
0
.

:

註
三
！一

三
井
高
房
"

町
人
考
見
錄」

亨
之
卷
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■

詳
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三
.*"辑

子
訓j

中
卷
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武
士
階
級
が
財
政
困
雛

.Q

結,

町
人Q

援
助
I

け
、
そ
れ
だ
け
支
配
者
と
し
て

Q
:

威
權
も
胃i

、
こ

と
、
な
つ
た
。
そ
こ
で

.
多
ぐ
の

義

論

者

宏Q

農
を
取
极
つ
た。
I

ふ
ょ
り
もS

霞

P
財
I

I

多
く 
I

濟
I

生
じ
た
I

ふ
方
が
花
し

い
。
從
つ
て
.そ
の
對
象
と
し
て
商
業
及
び
商
人
を
問
題
と
し
た

'

何
が
故
に
武
十
：階
級
の
財
政
困
難
が
起
つ
た
か
。

5

な
る

原
因
が
個
々
の
現
象
に
つ
い
て
霞

さ

れ

た
。
奢
侈
な
る
_

、
物
價 

の

裳

、
參

勤

馨

、
その

他

多

く

の

.點

が

指
摘
さ
れ
たo

し
か
し
結
局
は
貨
幣
經
濟
が
問
題
と
f

、
經
濟
上
の
權
ヵ

丨

當
時
の 

か
I

以
つ
‘て
す
れ
ば
財
用
の#

—
が
下
に
，、
即
ち
商
人
の
手
に
移
つ
.た
か
ら
で
ぁ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
f

最
も
H
T
明
瞭
I
 

摘
し
：て
ゐ.
る

の

は

藤
1

で
l

.

f

l

疆

す
る

時
は
、
エ
商
の
塞
に
か
ふ
べ
き
所
を
失
ふ
。
た
I

商
の
み
ま
す

く

誉

|

。
|

|

寒

i

s

ぢ

」

馨

そ

纏

に

於

i

れ
l

l

i

し

た

霞

: s
ぃ

今」

一
一
の
例
を
ぉ
れ
ば「

凡
テ
下

民

ノ

馨

二

テ
利

-一
敏
キ
コ
ト
ハ
、
如
何
ナ
ル
智
者
モ
及
ビ
難
シ

、
"1 :

称

乾
; :

ハ 

故
也
、
利
權
ト
ィ
フ
ハ
、
物
ノ
利
ヲ
馨
一
ス
ル
權
利
ナ
リ
、
善
ク
政
ヲ
.行
フ
人
ハ
、
上

I

f

執
テ
、
|

利
權
ヲ
持
タ
セ

ヌ
也」

靈

|

ひ
、
又
ぁ
る
ひ
は
、

「

諸

書

物

の

慶

馨
S

、
上
f

被
1

“
候
f

仕

寒

に

て.
御
座
候
、
農

相

場

の

御
吟
暮
之
候
へ
ば
、
町
人
共
不
法
の
裏
を
致
得
ず
候
、
當
時
に
て
中
候
へ
ば

.

，
現
產
り
の
節
は
米
直
段I

く

致
し
、
盆
暮
拓

.

1

錢

喜

く

仕

候

、
總
てt

み
に
不
レ
限'

諸
I

の|

皆
如
レ
斯
に
てI

候
'
宏

歡

歡
 

候」
(

|

七
と
茇
へ
る
が
如
き
：で
ぁ
る0- 

.

.

、

I

が
天
T

の
財
用
：i

寒

に

し

て
t

が
|

に
、:'
::.物
|

|

の
思
ふ
が
^

^

武
士
の
生f

闲
窮
す
る
。-

町
人
.が
こ
の
權
利
を
有
し
得
る
こ
と
を
明
白
に
主
張
す
る
論
者

^

堤
正
敏
が
あ
っ
た
て
っ
凡
天
下
の
大
權
三
ッ
.

、

兵
權
•

法

唯

•
利
嘈 

是
な
り
、
.兵
榣
は
則
典
堪
の
權
天
下
の
王
命
に
隨
は
ざ
る
も
の
を
ば
征
伐

.
す
る
の
靈
な
り
、
法
權
は
法
令
の
權
、
天
下
の
不
平
を
平
に 

す
る
の
具
な
り
、
此
ー
一
ッ
の
も
の
は
、
王
者
の

.

執
て
天
下
を
制
す-2
>
所
な
れ
ば.
漫
に
こ
れ
を
惜
る
も
の
は
、
忽
ち
誅
戮
せ
ら
る
ゝ
龜 

な
り
、.
利
權
は.
富
者
の
執
て
餘
贏
を
收
る
所
、
こ
れ
を
主
と
い
へ
ど

.
も
誅
せ
ら
る
、
事
な
し
、'如
何
と
な
れ
ば
、
か# >
£
か
か
ハ
か
い 

い
へ
ど
も
よ
く
こ
れ
を#
オ
卞
す
る
事
あ
た
は
ず
、

」

と
斷
定
し
、

「

可
レ
見
下
利
權
之
所
レ
在
、
與
，ー
人
主

,

同
夺
柄
-0
1
'

|.
と
12\

ふ
に
！^W

0
S
S
I1
D

 

,

し
か
し
こ
の
凝
正
鈥Q

議
論
は
文
久
ー
ー
年
の
刊
本
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
0

そ
の
以
前
に
於
い
て
は
財
用
の
.

權
を
武
士
の
.手
に
收
め 

ん
と
論
ず
る
潰
が
多
か
っ
た
。
然
ら
ば
如
何
に
し
て
效
艰
を
擧
ぐ
べ
き
で
あ
る
か
？
そ
の
方
法
に
っ
い
て
は
菰
々
な
る
議
論
が
あ
る
が
、 

稂
極
的
，

H

財
用
め
權
を
武
士
の
手
に
奪
囘
せ
ん
と
論
ず
る
客
と
、
消
極
的

'
に
財
财'
の
權
が
町
人
の
字
に
移
：る
こ
_

と
を
防
此
サ
よ
と
^
ず 

る
客
と
あ
っ
た0

先
づ
後
者
に
っ
い
て
そ
の
大
要
を
說
明
し
よ
ぅ
0
.
 

' 

.

町
人
が
財;1
]

の.
權
を
獲
得
す
る
に
茧
っ
た
の
は
、
天
下
が
金
銀
遺
ひ
に
な
っ

.

た
か
ら
で
あ
る0.

故
に
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
に
は、. 

そ
の
原
因
を
除
去
す
れ
ば
よ
い
。
即
ち
货
幣
使
用
を
止
め
て
、
自
然
經
濟
に
復
歸
す
れ
ば
よ
い
。
熊
澤
器
山
の

.

米
遺
ひ
の
論
'
荻
生
徂 

桃
の
武
士 
土
着
論
等
は
、
一
何
れ
も
.

こ‘
れ
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る0「

沭
の
直
段
を
錢
の
ご
と
く
定
て
、

.

京.
大
坂
江
戶
諸
國
共
に
諸
笆
を
米
. 

K

て
寶
賈
し
、
臾
服
所
を
は
じ
め
て
、
米
に
て
渡
さ
ば
其
下
の
職
人
に
も
米
に
て
渡
し
諸
物
米
に
て
か
ふ
べ
し

-

苽
國
衆
の
京
の
貢
物
、 

孤
障
衆
と
米
爲
替.
に
も
な
る
べ
し
、
..」

.

と
云
ひ
、

C
IH
D
「

武
家
知
行
所11

居
住.
ス
ル
時
ハS
、.家

居1
1

ハ
所

ノ
木
ヲ
切
ッ
テ
作
リ
、
米
ハ
.年 

赁
米
ヲ
用
ヒ
、

「

味
#

竞
モ
處
モ
生
ズ
ル
、
衣
服
.

ハ
織
、ソ
テ.
着
ル
フ
衣
食
住1
1
物
入
ルn 
V
無
；ク
、
；下
：々

ノ
切
米
.

壬
米
二1

ァ.
取.
ラ
セ
、.

.又 

_

川
塒
代
艽
於
け
る
谪
業f

變
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大
小
衣
服
ヲ
許
ス
時
ハ
、
分
限
成
ル
百
姓
.

<
皆

豪

ト

成

リ

、.
人
f

ヲ
ス
，ル.
時
ハ
、
奉
公
人
他
へ
住
ム
.コI

フ

言
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家
來
ト
成
I

代
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成
ル
、
去
レ
バ4

ヲ
£

ハ
、ル
ハ
m
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、
|

何

れ

U

れ

貨

幣

養

を

霊

し

、■簾

猶

の

餘

地
I

な
か
ら
し
め
ん
と
すf

の
I

る
？ 

. 

■ 

' 

gの
H

 

:

と

腸

は

蟹

I

ま
で
相
當
勢
力.

I
し
て
ゐ
た
。
.
.
し

か

し

こ

れ

は

養

す

る

錄

代i

f
 

實
行
不
可
能
の
議
論
で
あ
つ
た
。
そ
れI

f

 
i

議
論
が
相
當
有
カ|

さ
れ
た
の
は
、
。'一
つ

昼

を

中

|

る 

.
社
會
|.
.
て

篇

豪

の
8

的
极
據
產
り
将
た
か
ら
で|

。「

域
2

|

居
候.
へ
ば
、
梟

と

奢

侈

花f

相
成
、'
衣

邊
 

’
食
の
費
I

I

故
、E

祿
：|

商

人

養

ら
I

證

靈

、
中
I

I

け
べ
き
^

て
P
今
f

持
I

f

も
寶
代
な
し
て
用
ゆ
る
體
傷
成
候
は
，
域
下
I

てI

雪

て

御

座

候

、
然

故

に

士

を

ば

寒

へ

薩

I

、
養

主

I

塵

：候
、I

f

 
i

變

I

f

 
I

I

I

る

畫

む

I

い
5

I

 

f

 
f
 
fて
®

の
よ
I

I

猜

I

何
f

 
I

よ
け
れ
I

袋

け

物

会

く

、H

れ
ば
物
入
ま 

す

く

な

し

然

る

誉
|

人
ご
と
i

と
ら
じ
と
よI

の

雪

拿

、
自
I

、之

商
人
職
人
年
年I

篇

よ

く

自
I

I

ら
し
I

I

考

含

作

愚

さ

れ

i

§

る
l

、
t

出

來

て

、

世

上

の

人

.の

物

入

は

蜃
 

奮

は

困

窮

の

基
I
_

i

5

c

l

ミ

I

I

道

德

的

理

山
f
 I

M

f

こ
I

I

る
w

t

'°
f
.
.

■:
>

て

こ
れ
等
消
顧
的
議
論
を
也
ず
る
に
.
至
つ
た
根
底
を
見
る
にI

一
 

方
武
士
於
町
人
と
柳
を
爭
ふ
こ
と
を
.
潔

し

と

し

な/>
:
と

耷

ふ

從

來

の 

氣
風
と̂

他
方
利
を
带
ふ
こ
と
に
於
い
て
は
武
士
は
到
底
町
人
に
及
ば
な
い
と
宏
ふ
實
際
的
考
慮
と
か
ら
出
發
し
て
ゐ
る
こ
と
が
解
る
。 

す
で
に
最
初
に
指
摘
せ
る
が
如
く
、
商
業
は
問
屋
仲
間
を
經
て
行
は
れ
て
ゐ
る

.0

彼
等
の
間
に
は
密
接
な
騄
絡
が
あ
る
。

「
貨
物
二
ハ
各 

行
家
ア
リ
、
行
家
ト
ハ
、
今
ノ
世
-
1
妄
問
屋
也
、
行
家
一
一
ハ
必
黨
ア
リ
、
鐵
ト
ハ
ナ
ヵ
マ
ナ
リ
、
、江
戸
、
京
、
大
坂
ヲ
始
ト
シ
テ
、
共 

外
處
々
ノ
行
家
等
黨
ヲ
餹
デ
一
朋
也
、
何
事
一
一
テ
モ
ア
レ
、
獨
家
一
一
變
了
リ
テ
物
ノ
價
ヲ
增
ス
べ

_

キ
時
ハ
、
驛
使
ヲ
馳
テ
北1

ーー
 

吿
知
ラ 

ス
ル
:^

一一、_

>

急！！

乘

ジ

テ

、

即

時

1

一
其
價
ラ
貴
ク
シ
、
或
ハ
乏
キ
ヲ
見
テ
、
有
カ
ノ
行
家
其
物
ヲ
古
ル
故
ー
ー
、
卒
二
騰
蹓
ス
ル
也

I 

.

四
海
廣
シ
ト
雖>̂
、’4.
>

ー| :

ル
| '

ハ
5 :
1

わ
;"
:

、
f :
f :

い
、_

5 :
1 :
|
{

棒
: :

い
ハ
1 :
、

兹
一
一
至
テ

 

<
、

上
ョ
リ
髮p

ヲ
出
シ
、
刑
罰
ヲ
立
テ
威
セ
ド
モ
、
如
何
ニ
モ
ス
べ
キ
様
ナ
シ
、
又
商
船
ノ
來
都
一
一
來
ル
ヲ
海
上
ー
ー
贸
寧
ア
、
貨
物
ノ
乏 

ギ
錬
一
一
ナ
シ
テ
、
價
ヲ
騰
ル

n

ト
ブ
リ
、」
c

註§

幕
脉
は
株
仲
間
の
.
_
占?::

許
1>

で

ゐ
る
.0
こ
の
種
の
弊
害
の
生
ず
る
こ
と
は
止
む
を 

得
な
い
。
單■

、然
と
こ
れ
と
對
抗X

と
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
-

る
。
消
極
策
以
走
出
づ
る
を
得
な

5
。

し
か
し
も
し
町
人
と 

利
を
爭
ふ
こ
と
を
不
可
と
し
な
い
な
ら
ば
、
又
も
し
町
人
と
相
爭
ひ
得
る
能
力
あ
り
と
考
へ
た
な
ら
ば
如
何
で
あ
ら
う
か

o

 

丁
度
町
人 

の
方
か
ら
町
人
の
利
を
得
る
の
は
武
士
が
祿
を
取
る
に
等
し
い
と
考
へ
た
や
う
に
、
武
士
も
利
を

(

♦
つ
て
よ
い
と
考
へ
る
や
う
に
な
れ 

ば
、
そ
こ
に
違
つ
た
解
決
策
，が
考
へ
ら
れ
よ
う
0

即
ち
こ
.、
に
積
極
的
對
策
が
主
張
さ
る
、
の
で
あ
る

o

 

,:

ヽ
先
づ
始
め
に
は
、

「

凡
そ
今
の
諸
侯
は
、
金
な
く
て
は
國
用
足
ら
ず
、
職
責
も
な
り
が
た
け
れ
ば
、
唯
如
何
に
も
し
て
、
金
を
豐
餺
に 

ず
翁
を
行
ふ
べ
し
、
金
を
屬
に
す
.

る
術
は
、
市
贾
の
利
よ
り
近
き
は
な
し
、

.

諸
侯
と
し
て
市
賈
の.
利
を
求
む'
る
は
、
讓

を

治

む

德
川
時
.代
に於
け
.

る

商

業

論

の

變

遷

.

'
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、
當

時

の

急4

ふ

一
術.
な
り」
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4

ふ
：讓
I

I

I

I

P

の.
は
^

^

が
、

止
I

な
け
れ
ば
致I

い
I

ふ
程
度
I

た
。
f

i

l

l

、

武

士

もI

n

f

o

 

を
賤
し
む
こ.
i

l

を
賤
し
む
ゆ.
へ
S

へ
ら
く
と
無
く 
I

f

、
金
I

ぶ
人
I

火

攝

ふ

て

好

雷

人

I

f

 
5
_

曹

、.
養

の

f

 
s

f

裏

、
己l

l

l
y

r

l

證

m

f

 
f

害

て

、I

用
i

萬
f

の

ふt

、.

f

冒

I

f

、
を

s

h

f

〖

の
人
t

、.
磨

中
I

.

慕

f

慶

I

ゆ
べ
、
己
れI

营

所
f

違.
参

、
貧
I

は
f

l

ご

.
厂
A

こQ

點.
に
至
れ
ば
武
士
が
，
^
業
を
行
ふ
こ
と
は
全
く
問
題
で
な
く
な
る。.

,

.
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餘
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義

和

書

J

卷
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十
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註

四

〇

太

宰

卷

豪
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經

濟
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五
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四1

林

子

平

1

上

書

」

第
o
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:

.

靈

謹

議

な

I

I

。
同
I

I

屋

.

註
@

二

熊

澤

蕃

山
1

大
學
或
問
し
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下
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'

.
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六
卷
第
八
號霧

霉

，
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註
四
六
本
居{且
長「

秘
本
；土 
く
し
げ
i
o
 

‘

谦
四
七
顆
濟
錄
レ
.卷
'之
'五o 

• 

-

.

, 

.

-

つ
い
て
は
、.

1
 

i

塵

の
-

賢

I

第
一i

ハ
霧
哀
所
載〕

寒

•
- 

- 

,

'
五
' 

' 

'

武
士
が
商
業
を
行
ふH

つ
て
も
、
個
人
々
：々

に
な
せ
ば
、
そ
れ
は
到
底
町
人
の
敵
で
は
な
い
。
當

義

府

と
か
藩
と
か
の
政 

治
的
挪
力
に
據
る
よ
り
外
は
な
い
。
所
謂
官
營
で
1

C

.加
ふ
る
に
と
の
塵

の

目
的
が
金
銀
の
獲
得
に
ぁ
る
の
2

勢
い
こ
れ
を
盡

す
る
時
マ
ァ
ヵ
ン
チ
リ
ズ̂
的
傾
向
を
帶
び
ざ
る
を
.
得
な
いo

 

'私
は.
言

、
に
極
め
て
軍
純I

論
か
ら
漸
次
に
精 

密
な
主
張
に
進
ん
で
行
つ
た
過
程
を
例
に
據
つ
て
說
明
し
よ
ぅ

o
:

,

素
朴
な
商
業
暮
論
は
元
よ
り
各
藩
の
收
入
政
策
と
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で

I

太
宰
春
：裏
に
も
こ
の
種
の
意
見
が
ぁ
る
が
、 

他
の
場
合
に
於
い
て
す
で
に
紹
介
し
た
か
ら
、
こ
、
で
は
他
の
一
例
と

.

し
て
林
子
平
の
意
見I

ベ
よ
ぅ
。
彼

篇

ふ

。

r

諸
商
ひ
物
を 

他
國
4

り

兹

候

事,

被
-
1
相

禁
«

、
藥_

物
杯
の
如
く
世
上
に
無
て̂

装

に

て

、
；御
國
に
て
祟
不
レ
致
物
は
1

の
事
に 

1

ほ

へ
^r

當
時
は
無
益i

物
食
物
迄
他
國
仕
込
に
て
仕
候
、
一
此
事
は
.御
域
下
在
在
と
も
可
レ
被

I

s

、
き
£

m:
釔
 

出
し
？

、.
他
國
ょ
り? :
1 ;
| :

、:

: !
;

の、
一

K

^ :
£ :
| ;

繁
_

^ :
1 :

、」

|

町
人
を
無
用i

ぶ
し
と 

考
へ 
>
 
價
格
の
：公

春

唐

し

た

子

平

は5

の
繁
榮
の
た
め
に
は
、
他
藩I

し
欠
い
農
業
を
行
ふI
.

皇

^

彼
は
明
瞭
に
は
官
營
を
主
張
し
て
I

い
o

し
か
し
政
府
め
力
に
依
つ‘て
保
護
し.
、「

I

話」

さ
f

こ
I

希
望
し
て
ゐ
るo

他
國 

へ
物I

出
す
と
§
.

て
も
國
内I

物
が
な
けS

督

で
.

こ
で.
地

利

裏

す.
I

の
必
要
を
ヵ
說
し
、
大
い
に
屋

を

.
;

s

代
I

逢

論

の

■

:

-

じ

へ

:.
菜

：

s

i

『
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德
川
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代
に
於
け
る
：商
業
論
-

の

變

辱

：
 

：；  
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六.
0

3 

靡

し

て
.

ゐ
るo
r

と
；か
く
土
産
の
多
き
は
國
の
益
と
な
り
、

.

.
土
產
の
f

は
國
の
損
に
て.
御
座
候
、
其
品
はf
 f

n

7

 

k
r
 

時
は
、「

他
國
の..
金
銀
手
前
べ
入
中
候
、
.

又
諸
物
を
他
國
ょ
り
賈
入
候
時
は
、
手
前
の
金
銀
皆
他
國
へ
ぬ
け
出
申
候

-

當
時
御
國J

物 

大
サ̂

國
ょ-
^

仕
込
候
故
御
國
中
の
金
銀
皆
他
所
へ
出
申
候
、
因
て
'
土
產
を
多
.<

御
仕
立
被-,
成
置-
候
て
、
他
の
金
銀
御
國
.へ
入
候 

.

樣
に
可
レ
被30,

寧

候

、

」

|

」
〕

林
子
平
の.
議
論
は
官
營
論
と
し
て
は
議
ほ
ど
明
瞭
で
は
な
い
o

し
か
し
國
內
に
金
銀
を
吸
收
す
る 

•
と
と
を
カ
說
す
る
點
に
於
い
て
重
金
思
想
の
例
と
し
て
著
し
い
も
の
で
あ
る

0 

.

.

ぐ

-

:

「

こ
の
程
度
の
官
營
論
は
か
な
り
多
く
の主
張
者
が
I

。:

例
へ
ば
.

「

今
ま
で
納
屋
物
に
し
て
、
民
の
存
分
に
て
ま
.わ
し
つ
け
た
る
し 

ろ
1

の
多
か
る
，ベ.し
、
こ
れ
を
も
上
の
荷
に
し
て
や
り
て
、
先
き
方
の
し
き
り
や
す
い
時
に
は
：上
に
て
か
ぃ
あ
げ
て
や
り

.

て
、

J

 

に

し

て

外

の

所

べ

ま

わ

し

て

や

.る

べ

き

な
り
、
も
と
先
き
方
に
て
相
場
を
や
す
ふ
仕
切
る
は
、
民
の
納
屋
物
小
荷
物
ゆ
へ
に
、
問
屋
で 

も
蹴
る
こ
と
な
り」

云

S々

JL
5

と
云
へ
る
が
如
き
も
又
'
一
種
の
官
營
論
に
外
な
ら
な
い
。

，
然
る
に
外
舶
の
業
が
漸X

頻
繁
に
な
り
、
._

對
外
的
知
識
が
增
大
す
る
と
典
に
、
こ
の
種
の
商
業
國
營
論
も
®

し

く

讀

さ
れ.

1

f

盤
備
し
て
來
た
。
中
に
も
本
多
利
明

Q

主
張
す
る
と
こ
、ろ
は
最
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
先
づ
籠
運
送
交
易
丨
即
ち
對
外

蓮

は

國

君

の

天

職

•で
あ
る
と
一
石
ふ
。

r

官
の.
船
舶
な
く
籠
運
送
交
易
を
商
民
に
の
み
任
ず
る
に
於
て
は
、
追
日
身
士
農
ー
一
民
困
ぎ

し
て
、
嬉
饑
僅
に
常
れ
ば
、
一
萬
民
に
先
だ

.

ち
農
I

く
餓
死
し
て
、
田
畑
の
亡
處
出
来
し
、
國
產
減
少
し
、
天
下
の
國
用
不 

り
、
阈
家.
の
衰
微
到
る」

と
S

O

I

一

〕

と
の
I

は
や
秦
張
の
感
を
與
へ
る
こ
^

も
誇
言
で
は
な
いo
こ
、
で
彼I

說
を
詳
述
す
る
こ
と
はw

f

い
が
、
大
要
を
述
べ
る
と
次
の
如
ぐ
にl
o
 

f

の
I

は
到

.底
人

に

及
.
ば
な
い6

こ
の
限
り
な
く
增
加
す
る
.
人
ロ
を
貧
|

へ
し
か
る
た
め
に
は'
嚴

器

業.
に
攸
っ
て
他̂

裏
得
し
て
來
る
必•
要
が
あ-
るO

と
れ
が
彼
の
議
論
の
根
本
と
な
る
o.

か
つ
交
通
運
輸
の
便
を
！

g

け
ば
物
價
は
平
均
し
、
庶

民

の

嘉 

を
救
濟
し
得
る
。
然
る
に
こ
の
筑
要
な
る
商
業
を
商
民
の
手
に
一
往
す
る
。
商

^

は
唯
利
を
追
及
し
、
庶
段
の
災
害
を願
な
いO

こ
の 

.

「

交
易
に
質
の
家
衆
と
國
君
の
天
職
と

Q

差
別
あ
る
こ

と」

.
^
知

ら

な

い
こ
と
は
、

h
一
記

Q

 

害

を

讓に
|5

ら
す
所
以
で
あ
る
。

「

商
賈
の
所
爲
は
其
國
典
處
の
產
業
を
句
能
き
時
に
下
直
に
賈
得
て
貯
へ
置
、

水
旱
風
损
杯
異
變
を
待
居
て
、
楚
が
爲
に
相
場
⑴
揚 

げ
高
直
と&

る
時
卬
其
國
共
處
へ1

兀
直
段
ょ
り
數
倍
高
直
に
.

寶
て
高
利
.を
貪
る
を
、M

と
利
を
#

ふ
と
云
て
、
対
子
の
決
て
せ
ざ
る 

.

所
な
り
ごf

 
s

こ
の
點
に
商
人
と.
逍
德
的
に
全
く
異
な.る
こ
と
を
主
張
す
る
。
こ
れ
は
當
時
の
官
營
論
者
の
多
く
が
主
張
す
る
と
こ 

.ろ
で
あ
，つ
て
、
例
へ
.ば
後
に
述
ぶ
る
佐
藤
信
淵
の
如
き
も
、
蓮
を
取
締
つ
て
得
た
る
益
金
は
こ
れ
を

「

皆
悉
く
蒔
き
散
し
て
御
仁
政 

を̂

し
下
々
の
貧.
窮
を
救
ひ
、
共
の
金
の
殘
て

g

ら
ざ
る
機
に
散
す
を
法
と
ず、
/

註
謹
と
、壬
張
し
て
ゐ
る
。

國
營
を
以
つ
て
純
粹 

の
，營
利
業
と
見
做
さ
な
い
慣
例
は
今
日
と
雌
ど
も
强
く
殘
つ
て

^

る
。

.

本
多
羽
明
の
議
論
に
歸
る
。
上
述
の
如
く
對
外
商
業
の
必
要
を
ガ
說
し
た
利
明
も
又
重
金

m

心
想
の
所
有
者
で
あ.
つ
た
。

「

島

を

震
 

の
富
國
と
な
さ
ん
ば
、
蛰
ょ
り
金
銀
銅
を
取
込
の
外
に
遒
な
し
と
い
ふ
、

.

其
說
至
極
左
あ
る
べ
し

」

と
賛
し.
’
工
業
f

製
作
す
ベ 

.

き
理s

を
次
ぎ
の
如
く
霸
し
て
ゐ
る
。

「

然
れ
ど
も
其
金.
，
銀
•

銅
ト.
取
»-

に
：は
、
羅
の
產
物
を
用
て
外
國
の
金
•

纽
.

銅

と

交

 ̂

し

囊

の

金
•
銀

，
銅
を
得
る
の
外
に
道
あ
るま

じ

、其
產
物
は
自
國
の
產
物
と
、
他
國<7
)>

產
軸
と
瓦
格
な
り
、'
交
匆
も77
:
格
な
れ 

ば
賴
所
の
利
溯
に
も
勝
劣
あ
る
ま
じ
>

然
る
を
如
何
し
て
大
利.を
得
る
哉.

：.
總
て
産
物
は
其
國
ょ1

然
と
出
產
す
るg

物
の
み
を 

 ̂

'
德
川
時
代
に
於
ける
商
業
論
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變
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一
 

C
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a

六
§

 

m

n

g

勝

劣

な

し

勝
I

け
れ
I

t

し
て
、
利f

l

蜜

し

、
# ,
i

f

む

』

•'
:
#產f

と
、

)

人
巧
馨
の

多

少
I

て

勝

劣

零

：
象

と

、
&

、
：奮

歡

駁

を

V

」

故

に「

自

掛

基

饒f

f

な

す

の

地

本

ゆ

：
人

巧

の

奇

器

•

盡
の
多
く
出
衝
す
る
制
度
を
建
立
す
る
に
I

事
明
白
な
り
。

」

I

O

即
ち
明
自
な
る
商
工
立
國
を
主I 

で
1

4

が
て
明
治
初3

後
に
I

さ
れ
た
商i

國
策
の
先
f

l

も
I

 

r

し
：力
しI

に
一
，屁
組
織
的
な
る
商
業
論
を
主
張
せ
る
者
に
.簾

信

淵

が
I

O
.

勿
論
信
淵i

論

は
自
ら
復
十
"
法

と

云

へ

る

が

如 

く
、C

霍

が
I

I

し
て
、
產
を
括
て
萬
貨
を
官
に
馨
し
，
畜
交
易
を
勵
し
め
、
懋
め
て
有
無
を
纏
し
、
居
を
化
し
て
藍
を
通 

移
む.
.
.p

商
決
塞
し.

且
つ
高
下
徐
疾
の
歡
を
行
队
、
其
抽
稅
を
積
立
た
る
は
先
づ
、
財
用
の
響
出
づ
る
淵
源
を
開
て
大
に
嘉
を 

實
有
し
、
金
銀.

米
錢
滿
ち
溢
れ
て
置
き
處
ひ
無
き
に
至
ら
し
め
、
乃
ち
其
の

•
金
銀
•
米
錢4

き
散
し
て
廣
大
無
偏
な
る
仁
政I

,
し

天

下
‘の
貧
富
片
落
に
成
り
た
る
宿^ '

を
除
き
て
ハ
下
民
の■

を
救
ひ.
貧
富
の
擎
に
至
れ̂

の

を

そ

の

.
理

想 

と
し
，

K

も
の
で
あ
る.
し
力
し
當
時
内
に
遥
し
き
財
政
難
あ
り
、
外
に
外
舶

Q

渡
來
す
る
あ
り
、■加
ふ
る
に
町
人
階
級
.は
漸
次
に
社
會 

1

0

に
勢
力
を
有
す
る
にI

た
。
管
に
當
局
は
依
然
質
素I

I

し
、
退
I

對
策
以
外
に
®

施
す
べ
き
手
段
を
知
ら 

ナ
ヵ
つ,

.

そ
の
麵
1̂

非
策
に
獎
し
慨
然
じ
れ|:.
主
張
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
ヴ

.

'
I
そ
Q

S

方

法

を

蒙q

如
く
記

し

る
。「

官
t

t

讓

物

I

の
事
は
御
8

I

Y

き
6

1

5

、
三
.簾

共
 

0

•外
公
儀I

都
f

の

地

：に

役

所

を

立

て

.、
諸

霞

ょ

炎

り

S

產
物
を
役
所
翁
に
記
しV 

の

金
 

よ
l

i

l

i

l

l

l

つ

てI

 
I

l

f

擊

し

4

1

徵
す
る_

:

が
如
く
で
あ
る
。
從
來
存

：

せ
る
問
屋
制
度
の
'配
分
農
は
こ
れ
を
維
持
ず
る
も
f

f

l

る
。
し
か
し
彼
の
他
|

ャ
に
於
ぃ
て

4
's
f

l

s

逢
f

る
。「

t

か

迄

毖

ぽ

忽

:齡

思

^
:

^
 (
融
通s

:f
l 

H

は
I

の
好
む
所
の
物
を
賣
貢
す
る
こ
と
を
課
し
、
各
I

厚
く
議
を
賜
は
り
て
此
を
役
使
し
、
忘

影
-r
'

s

と
を_

や

甚

&

|

齡

蒙

，

い

ぶ

、f

と
f

、
能
く
其S

I

し
て
功I

勞
I

ぬ

?

3

r

?

v '
?

次
に
I

し
S

府
の
奉
行
に
もS

こ
と
に
て
、
其
位
階
の
等
級
に
從
ひ
、
I

I

少
I

は
勿
論
な
り、

6
 

ゃ

外

晶

商

の

囊

祟

て

は

凡k

か
ら
ざ
るy

故

に

駕

た.o

と
f

も
、
博
學
に
し
て 

俊
才
あ
る
にf

裏

ば

、
國
家
の
大
用
を
達
し
て
境
内
を
_

し
、
慕
を
充
滿
せ
し
む
る
の
勳
功
を
立
.っ
る
こ
と
能
は
ず」

I

 

ベ
て
ゐ
る
。

(

醫

こ

れ

に

依

っ

て

見

る

と

、
商

人

墓

く
 

5

の

嘉

と

な

り

、
裏
は
國
家
の
經
營
に
移
り
、
そ
れ
が
.内
地
の
商

業
た
る
と
對
外
貿
易
た
る
と
を
問
は
な
い
。

以
上
の
一一

種
の
方
策.•
に
っ
ぃ

て
*

信
淵
の
理
想
と.
す
る
と
こ
ろ
は
後
者
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ

-

る

。

す

べ

て

の

人

民

を

_

、 

物
產
、
百
エ
、
謹

、
肇

、
水
軍
の
六
府
に
分
か
ち
屬
せ
し
め
、

一
種
の
國
家
祉
會
主
義
的
施
設
を
行

.
は
ん
こ
とI

し

た

霞

は 

あ
ら
ゆ•
る.

を
變
府
の
下
に
統
轄
し
、
.

そ
れ
を
以
っ
て
豐
富
な
る
財
源
た
ら
し
め
ん
と
し
た
。
彼
が

.

對
外
商
業
を
如
何に
茁

證
 

し
た
か
は
、
次
ぎ
の
一
句
を
以
っ
て
し
て
も
薇
し
得
る
と
と
ろ
で

t

o

r

抑
も
：國
家I

も
っ
衆
の
第
一
要
務
は‘

^

信
義
を.
篤
く
す
る
に
あ
り
、
第
二
は
、
外
國
に
航
海
し
て

.
通

商

交

学

る

にf

、」

と.
述
べ
、

「

凡
國
f

大
利
を
興
すI

.、
通
商
交

易
す
る
ょ
I

な
る
は
無
し
、S

說

h

を
ち
紀
、、
か

む

蒙

い

い

わ

ぎ

欠

」

德
川
時
代
に
於
けI

業
5
1;
, 

T
O

一

(

一
 

六

o
七)



徳
川
時
代
に
於
け6
商

業

論

の

變

遴

、

 

一0

ニ 

(

ー
六0

八) 

と
斷
言
し
て
ゐ
るI

六0
V

彼
を
し
て
こ
の
言
を
な
さ
し
め
.

た
の
は'
、
歐
洲
に
於
け
る
商
業
資
本
主
義
の
.對
外
發
展
に
關
す
る
知
識
に 

刺
戟
さ
れ
だ
も'
の
で
あ
ら
ぅ
が-

叉
當
時
に
於
け
る
商
業
め
重
耍
性
を
十
分
認
識
し
て
，ゐ
だ
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
ぅ

0

ノ 
’

.

，註
五
〇

林
子
平「
上
書
匕
。
：

、
 

.

: 

.

註
五.-.
一
同
上
。

i

 

ニ

海

保

靑̂「

|

談
し
卷
之2-1
:
0 

,

註
五
三
本
多
利
明「

經
世
秘
策」
卷
之
上
。
本
多
利
阴
の
學
說
に
つ
い
て
詳
細
は
他
の
機
會
に
ゆ
づ
る
。
本
庄
榮
治
郞
博
士
に

1
本
多
利
明
の 

經
濟
説」

な
る
論
文
が
あ
る
。
同
氏
箸
n

經
濟
史
研
究」

五
一
頁
以
下
に
收
錄

〕

參
照
さ
れ'
た
し
。

註

五

四
n

經
世
秘
策」

卷
之
下。
：

.
,

.

■
\

註
五
五
佐
藤
信㈣「

■

攻
法」

。

.

註
五
六
：
本
多
利
明

「

經
濟
放
言/

'

.

註

五

七「

极

杏

法*-
0

註.
五
八
同
上
。
 

；

I

九.

佐
藤
信
溅「

垂
統
秘
錄」

註

六

〇

同「

防
海
策
し
。
佐
藤
信
淵
に
つ
い
て
の
研
究
は
比
較
的
多
い
。
そ
の
主
な
る
も
の
を
擧
げ
れ
ば
、
石
川
半

山
*'

侬
藤
信
淵
/

飯
村 

粹
■'
佐
藤
信
淵
翁
傅」

、獲
鱗
野
史1
日
本
偉
人
傅/
:

秋
田
縣
敎
育
會
編「
佐
藤
信
淵.
，
、
中

田

公

直

「

佐
藤
信
淵
の
農
政
學
說
、

」

羽
仁 

.

五
郞「

佐
藤
信
淵
に
關
す
る
諶
礎
的
研
究

」

.

等
が
あ
る
。

武
士
階
級
が
そ
の
財
政
難
か
ら
財
源
を
土
地
以
外
か
ら
求
む
る
こ
と

.

は
自
然
な
過
程
で
あ
る
。
そ
し
て
や
が
て
そ
-れ
等
の
財
源
描
供 

箸
が
政
治
的
に
進
出
す
る
敗
礎
を
作
り
上
げ
る
の
で
あ
つ
た
。
然
る
に
德

il
l

時
代
の
經
濟
論
衰
は
一
般
に
直
接
商
人
に
租
税
を
賦
課
す 

る
こ
と
を
好
ま
な
か
つ.た
。
そ
れ
は
物
愤
騰
貴
の
原
因
と
な
る
.

こ.
と
を
恐
れ
た
か
ち
で
あ-
る
。
冥
加
金
、
運
上
金
の
形
式
を
以
つ
て
す 

る
こ
と
に
も
反
對
し
た
。
そ
こ
で
理
論
と
し
て
は
上
述
の
如
き
商
業
官
營
論
に
進
む
よ
り
外
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
論
奪
は 

そ
の
程
度
の
表
こ
そ
あ
れ
、
政
府
の
權
威
を
以
つ
て
複
雜
な
る
商
業
實
務
を
銃
制
し
傅
る
と
考
へ
て
ゐ
た
の

.

で
あ
る
。
勿
論
理
論
と
し 

て
不
可
能
な
こ
と
で
も
な
く
、
現
に

今
！！！

に
於
い
て
も
統
制
經
濟
の
實
行
が
主
張
さ
る
、
く
ら
ゐ
で
あ
る
。
し
か
し
常
時
の
狀
態
に
於 

い
て
は
到
底
實
行
し
得
る
も
の
で
は
な
か
つ
'
た
。
む
し
ろ
消
極
策
の
自
然
經
濟
に
歸
る
よ
り
も
、
よ

0

困
難
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い0 

發

達
せ
る
當

時
の
商
業
は
單

純

な
る
頭
腦
の
所
有
奪
た
る武
士
階
級.
が
制
御
し
得

ざ
る
ほ
ど
進
步
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
當
時
に
於
い 

て
も
こ
：の
商
業
の複
雜
性
を
認
識
し
て
ゐ
た
謂
も
な
く
は
な
い
。
：

I
 

當
時
商
業
を
統
M

せ
ん
と
す
る
論̂

は
、
官
營
を
主
張
し
な
い
ま
でも
、
少
く
と
も
物
憤
の制
^

を
主
張
し
て
ゐ
る
。
し
か
も
そ
れ 

が
容
易
に
行
は
る
、
か
の
如
く
主
張
す
る
。

.

し
か
し
實
際
に
於
い
て
物
憤
を
調
節
し
得
ず
：し
て
、
當

路

諸
は
常
に
苦
し
め
ら
れ
て
ゐ/C 

の
で
あ
る
。
故
に
あ
る
渚
は

「

米
ノ
高
下
ハ
年
ノ
盥
凶
一
一
ョ
リ
テ
、：
聊
ヵ
モ
入
カ
ノ
及
ブ
處

.

一
一非
ラ
ズ
、
T -
直
ト
テ
公
儀
ヲ
始
メ
市
中 

へ
買
ヒ
米
ゆ#

ヶ
ラ
レ
ー
ア
モ
、
凡
大
數
知
レ
タ
ル
事
一
一テ
、...

.

し
と
述
ベ
、
米
憤
調
節
の
不
可
ぬ
を
述
ベ
、

「

米
！

g

相
場
ノ
儀
ハ
ト
テ
モ 

人
カ
ノ
及
ブ
處
ー1
ア
ラ
ズ」

と
斷
じ
て.
ゐ
る
片
堅
ハ
ー
し
所
謂
自

11
1

放
任
を
主
張
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
來
よ
ぅ
。

さ
ら
に
明
瞭
に
物
憤
.に
干
渉
す
る
こ
と
を
非
と
す
る
渚
に
山
片
蟠
桃
が
あ
る
。

「

.ス
べ
テ
物
憤ノ

コ
ト
ハ
無
理
一一賤
キ
ヲ
欲

ス
ベ
力
ラ 

德
川
谉
代
に
於
け
る羅
論
の
變
遷. 

I
.
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C
H
a
a
)

ス

貴

ト.
少
レ
パ
買
ザ.
ル
二
シ
>>

ハ
ナ
ク
、.
只
價
d

賈
ニ
任
、
サ
ル
べ
シ
、
貴V

シ
テ
、
質
、
人
、
ナ
、
ヶ
、
レ
ハ
ハ

®:

ク
、
ス
、
ル
、
ノ

ベ

ナ

、
、
ン
、
、
，
:

.

.
只 

奢
修
ヲ
禁
ジ
ラ
レ
ナ
、ハ
.
價
ハ
下
ル
べ..
、ソ
、

元

ヲ

制

セ

.

ズ
シ
テ
末
ヲ
制
ス
レ
バ
、
元
ノ
が
ル
モ
ノ
少
ク
ナ
リ
テ
用
ユ
ル
'
モ
ノ
減
ズ
ベ
カ
ラ 

ズ

ス

テ 

一一f

ル
モ
ノ
少
ク
シ
テ
用
ユ
ル
モ
ノ多

シ
、
豈
貴
カ
ラ
ザ
ル
コ
ト
ヲ#*

シ
ャ
、
又
爲
ル
モ
ノ
多
ク
シ
テ
相
ユ
ル
モ
ノ
^

シ
、 

景
賤
シ
カ
ラ.
ザ
ル
ヲ
得
ン
ャ
、
然
ル
ニ
爲
ル
.

モ
ノ
用
ユ
ル
モ
ノ
、
物
ノ
有
無
多
少
ヲ
論
ゼ
ズ
シ
テ
、
只
價
ノ
ミ
ヲ
賤
ク
セ
ン
ト
ス
、
鬼 

ハ'.
シ
ラ
サ
ル
ナ
リ-
'
•

ハ
多
少
一
一
ョ
リ
テ
ミ
ナ
ソ
レ

^

^

ノ
價
ア
ス
シ
ヒ
テ
惯
ヲ
減
ゼ
ン
ト
ス
，べ

.

カ
ラ
ズ
、

」
(

註
六3

物
價
は
1

姿
佻 

給
の
如
何
に
依
っ
て
定
ま
る
。
し
か
4

れ
社
何
人
かQ

命
令.
^

依

っ

て

蜜

る

？

は
な
い
。
又
人
が
伸
f

作
っ
て
®
め
る
の
で 

も
な
い
。
全X

自
然
に.
f

る>

で
ぁ
るo
'

鱗
桃
は
来
價.
の
例
に
依
っ
て
次
ぎ
の
如
く
云
ふ

C「

今
西
國
一
一
煌
ス
、
飛
檄
ヲ
以
テ
來
ヲ
賀
. 

時
ハ
價
繼
貴
ス
ハ
奥
州
豐
一
一
シ
テ
米
ヲ
ゥ
ル
時
ハ
崩
下
ス

-

圏

-i

風
ア
レ
バ
船
ヲ
飛
シ
貢
へ
バ
又
上
ルノ

...,.

淺g

最

ノ

炎

上

出 

豹
ノ
地
震
中
國I

s

ル
マ
デ
、

コ

ト

ぐ

ク

ヒr

キ
テ
コ
タ
へ
ザ
ル
ハ
ナ
シ
、
神
ア
リ
テ
吿
グ
ル
ガ
如
シ
、

W

ア
リ
テ
媒
ス
ル 

力
ゴ
ト
シ
、
や
ョ
リ
命
んル

二
ハ
ラ
ハ
、^ :

ッ
7 :
S :
f :
”

--
T
:

”

ゃ

西
.

ニ'
買

取

ニ

ゥ

リ

北

一

一

カ

ヒ

南

ニ

ゥ

ル

、

或

ハ

上

リ 

f

 \

下
リ
或
ハ
保
チ
或
ハ
飛
ブ
、
朝
々
暮
々
人
船
入
擞
ノ
度
ゴ
ト
一
一
高
下

X

ル
コ
ト
響
ノ
聲
一
一
齒
ズ
ル
ガ
ゴ
ト
シ

.

、

然

リ

トL

一 

-

ッ

日

賓

S
I

貢

、

ソ

ノ

應

ニ

ッ

、

.

日

貴

旧

警唯
コ

レ
ノ
ミ
ー

I:

シ
ー
ア
天
 

一
一I

ズ
神
チ
ア
ラ
ズ_
、
行
ト
事
ヲ
以
テ
示
ス
モ
.ノ
ハ
如
人
氣
ノ 

聚
ル
：處

又

n

レ
天
ナ
リ
又
コ
レ
神
ナ
リ
、
千
人
百
人
ノ
カ
ノ
及
ブ
べ
1

ア
ラ
ズ
、
し
|

三
ド

そ
の
^
ず
る
と
こ
ろ
は/̂
謂
吞
學
的
精
密
さ
を
鉍
く
。
む
か
し
そ
の
市
場
價
格
を
决
定
す
る
も
の
は
寶
と
賀
、

供
給
と
需
要
：と
で
ぁ 

つ
て
'、
そ
れ
に
依
っ
て4
卞
變
動
す
る
こ
と
、
人
カ
に
依
っ
.
て
妨
げ
#:
:
ー

る

も

の

で

は

な

ぃ

0
結
局
こ
れ
竦
の
こ
と
は
武
士
役
人
.
の
よ
く

-L
得
る
と
こ
ろ
で
な
い
。商

人

に|

任
さ
る
べ
き
も.
の.
サ
あ.
る
と
1 '
く
0.

こ
ニ
れ
は
皤
桃
が
大
取
.
の
兩
替
商.
升
屋
平
右
#-
門
；の
#
頭
で
あ 

り
*
純
然
た
る
町
人
で
あ
り
、そ
れ
だ
け
商
業
に
對
す
る
理
解
も
深
か
つ
た
が
、

又
そ
れ
だ
け
商
業
を
神
秘
化
し
た
倾
向
が
な
い
で
も

し

か

し

こ

、

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
の
種
の論
者

、
.
蟠

桃
に
し.
て
も
、
草

間
直

方
に
し
て
も
町
人
で
あ
り
、
し
か 

も
町
人
階
級
が
次
第
に
勢
力
を
得
て
ゐ
た
に
も
拘
ら
ず
、
そ
の
議
論
は
現

#

せ
る
社
#
に
對
し
何
等
改
進
的
意
見
の
發
見
し
得
ぬ
こ
と 

で
あ
る
。
む
し
ろ
當
時
の
社
會
狀
態
の
下
に
甘
ん
じ
て
ゐ
る
倾
向
さ
へ
見
え
る
。
こ
れ
は
普
通
町
人
階
級
の
贺
學
と
さ

へ

云
は
れ
る
心 

學
に
於.
い
：て
明
か
に.
示
さ
れ
て
ぬ
るo
c
f

パS

そ
こ
に
何
等
進
取
的
意
義
を
發
見
す
る
こ
と
は
出
來
な
'
い
。

し

か

し

彼

等

.に

は

町

人

と 

し

：て
.

商
業.
に
對
す
る.1

種
の
自
負
心
を
有
し
て
ゐ
た
こ
と
ほ
言
葉
の
末
々
に
現
れ
て
ゐ
を
。
こ
の
商
業
に
對
す
る

自

信

が
や
が
て
上
述 

し
た
る
が
如
逄
自
出
放
住
主
義
に
似
た
る
議
論
を
生
む
に
至
つ
た
の
で
あ
ら

.

.
ぅ
9
 
:

註
六
ー
，

草

僵

方「

養

阖

截」

卷

產
。

.. 

.

註
六
ニ 

3

片
蟠
桃「

夢
之
代」

卷
之
六
。
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:

註
六
三
同
ヱ
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跬
六
四
濶
本
誠1
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經
濟
一
家
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一
九
七
頁
以
下。
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以
.上
私
は
德
川
時
代
に
於
け
る
經
濟
論
者
が
商
業
及
び
商
人
に
對
し
て
如
何
な
る
觀
念
を
有
し
て
ゐ
た
如
を
大
體
概
觀
し
得
た
と
思

. 
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德
川
時
代
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け
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業
論
の
變
遷
. 

1

0五

(
1

六

ニ)

I 

[
 

3
* 

3 

1

1

4

>

r

人 

» 

I
t 

J 

、
/1
1
1

 

f 

r 

/ 

w 

i
j
l 

J 

> 

» 

>
T

 

< 

Ar 

t 

yx 

• 
 ̂

L
i 

t 
f 

Kt
*

[t

一；̂

.

於
”

‘
v

n
 
、
.

••
*.
■̂4-
.
.2
^

?

u

.
-r
-
v 

.



徳
川
時
代
に
.

於
.

け
る
問
業
論
の
.

變
遷
.
 

i

o

六

(

1
六

1
ニ)

ふ
。
商
業
の
必
要
は
殆
ど
ず
ベ
.

て
の
論
者
の
認.
む
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
し
か
し
商
業
階
級
、
卻
'ち
町
人
を
劣
等
視
す
る
觀
念
と
商
業 

階
級
の
發
展
に
對
す
る
羡
豐
と
が
二
個
の
■對
策
を
生
む
■だ
。
利'
を
维
ふ
こ
と
を
極
度
に
：卑
む
者
は
自
然
經
濟
論
へ
と
向
っ
た
。
利
を

^
 

ふ
こ
と
は
好
ま
な
い
が
、
そ
こ
に
何
等
か
の
理
由
を
附
加
し
て
、

,—

例
へ
ば
貧
域
救
濟
の
た
め
と
か
、
食
糧
供
給
の
た
め
と
か

I

 

そ
の
道
德
心
を
滿
见
さ
せ
得
た
者
は
.

商
業
酋
營
論
に
進
ん
だ
。
そ
の
何
れ
に
し
て
も
商
業
階
級
の
繁
榮
に
は
少
な
.か
ら
ざ
る
反
感
を
有 

し
て
ゐ
た
。
殊
に
彼
等
の
獨
占
的
利
益
に
對
し
久
し
い
間
攻
擊
を
續
け
て
ゐ
た
。

：

問
屋
株
仲
間
の
靡
橫
を
極
度
に
排
斥
し
た
こ
と
は
、 

以
前
に
引
用
せ
名
文.奪
の.
示
す
が
如
く
で
あ
る
。
物
價
の
騰
貴
は
彼
等
の
所
爲
と
な
し
た
。
そ
れ
が
終
に
水
野
越
前
守
の
天
保
改
革
を 

坐
む
に
至
っ
た
の
：で
あ
る
？

そ
れ
等
が
汞
す
が
如
く
、
こ
れ
等
論
者
の
議
論
は
容
易
に
實
行
し
得
ら
れ
ぬ
も
の

'
で
あ
っ
た
。
殊
に
上
に
例
と
し
て
採
っ
た
寐
畜
丨 

子
平
I

利
明
丨
信
淵
と
發
展
し
て
ゆ
く
.

に
從
っ
て
實
行
は
困
雛
で
あ
づ
た
。
し
か
し
こ
れ
等
論
者
の
有
せ
る
觀
念
が
、
や
が
て
明
治
初 

年
の「

士
魂
商
才」

の
理
念
を
生
む
恶
木
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
今
そ
れ
等
の
關
係
を
こ

X

に
述
ぶ
る
餘
裕
が
な
い
。
唯
最
後
に
藤
末
に 

於
け
る
諸
議
論
と
の
關
係
を
簡
單
に
述
べ
て
、
こ
の
稿
を
終
る
こ
と

〜
す
る
。

靡
末
に
至
っ
て
對
外
關
係
は
益
々
紛
糾
を
齿
げ
る
や
ぅ
に
な
り
、
從
來
の
社
會
組
織
に
か
な
り
大
な
る
疑
惑
を
有
す
る
や
ぅ
に
な
っ 

た
。
そ
し
て
商
業
に
對
す
る
議
論
に
も
、
以
前
ょ
り
は
一
曆
他
の
要
素
が
多
く
加
味
さ
る

X
傾
向
が
.
强
く
な
っ
た
。
：
し
か
し
以
前
に
迅 

ベ
た〗

一
っ
の
對
立
は
一
曆
鮮
明
に
な
っ
た
0
す
で
_に
以
前
に
引/1
3
し
た
堤
正
敏
の
商
業
論
：の
如
き
と
高
野
晶
碩
の
商
人
遊
民
論
の
如
き 

.
と
が
對
立
し
て
：ゐ
た
o
.
し
か
し
議
論
の
中
心
は
國
内
商
業

i
り
も
む
し
ろ
對
外
商
業
に
あ
つ
た
。

.
そ
し
て
，そ
れ
は
開
爾
と
•
夷
と
の
政
.

治
的
議
論
と
結
び
つ
い
て
複
雜
多
様
.
な
る
種
.々

な
議
論
を
生
む•
た
。
今
そ
の
實
例
に
依
つ
て
說
明
し
ょ
ぅ
。

問
國
通
商
を
楚
認
す
れ
ば
、
結
局
錙
國
と
な
る
こ
と
を
主
張

.

す
る
高
鳥
秋
机
の
如
き
議
論
が
あ
る
。

一
種
の
中
M

說
で
あ
る
。
即
ち 

交
易
と
云
ふ
の
は
利̂

が
あ
る
か
ら
起
る
の
で
あ
る
。
利
澗
が
な
け
れ
ば
賴
ん
で
も
起
ら
な
い
。
然
る
に
わ
が
國
に
は

.

金
銅
以
外
利®
 

と
な
る
も
の
は
何
も
な
い.0
從
つ
て
開
國
し
て
も
渡
來
す
る
こ
と
な
く
、

.

錙
國
も
開
國
も
問
題
と
な
ら
な
い
。
ま
し
て
激
ケ
國
通
商
を 

許
せ
ば
、「

御
免
に
罷
成
候
上
、
精
渡
候
品
格
別
下
落
仕
候
と
き
は
、
彼
引
合
不
レ
中
、
猶
代
り
物
に
受
取
可
レ
中
品
も
無

V

之
、
此
處
彼 

_

合
點
仕
候
時
は
、
渡
來
致
し
候
樣
ホ
候
て
も
、
渡
來
仕
候
儀
は
無
レ
之

」

と
論
じ
て
ゐ
るO
C
驻
六
五)

彼
の
意
と
す
る
と
こ
ろ
は
勿
論
開 

國
通
商
に
あ
つ
た
の
で
あ
ら
ぅ
。
彼
が
需
要
供
給
說
に
從
つ
て
論
ず
る
と
こ
ろ
に
多
少
の

.

興
味
あ
る
の
み
で
あ
る
。

交
易
を.
許
す
こ
と
は
日
本
を
商
人
國
た
ら
し
む
る
も
の

.
な
々
と
論
ず
る
奪
に
大
霞
庵
が
あ
る
。

「

左
様
相
成
候
得
ば
交
易
御
禁
制
と 

與
國
渡
海
之
御
國
秘1

全
く
潰
れ
艰
候
事
に
て
日
木
も
喊
狄
同
機
之
商
人
國
'
に

相

截

可

レ

巾

候

、
元

來

戎

狄

は

士

と

商

と

の

無

ニ

差

別

--
>
官 

か

か

レ

か

雾

ぎ

酸

％̂

|>

影

| :

マ

l

.

M

d

レ
中
、
，
只

利

潤

之

靡

而

亭

一

に

致

候

風

.機 

わ
き
わ
®'

;
^
P
 
0

、.
日
本
は
夫
と
鄭
替
り
士
と
商
人
と
遨
別
芷
敷
、
士
は
義
と
恥
と
を
第
：

〗

に
仕
候
故
、
萬
國
之
貴
國
に
相
成
屈
候
處
、

右
機
相
成
候
て
：は
日
本
之
貴
き
所
は
無
レ
之
，
彼
等
が
仲
間
に
落
切
候
事
に

て
落
仕
候
斗
り
に
御
座
候
、

」

i

ハ
六〕

あ
る
意
味
に
於
いV

, 

.
 

. 

.

.

'

 

-

. 

商
人
排
斥
の
消
極
論
と
同
一
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
.

.

.

之
に
汉
し
て
商
業
宵
營
論
の
系
統
に
屬
す
る
者
に
佐
久
|1
1
]

象
山
が
あ
る
。
：
象
山
は
.

秋
帆
に
反
し
、
わ
が
國
を
以
つ
て
富
鍵
.の國
と
な 

し
て
ゐ
る
。「

樂
國
を
以
て
外
國
と比
較
し
候
に
、
氣
候
の
順
正
な
る
、
來
穀
の
甯(1
な
る
、
人
民
の
靈
慧
にしV

衆
多
な
る
、實
外
に 

德
川
峙
代
に
於
け
る
商
業
論
の
變
遷
 

ー

〇

七

(
一

六1
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.

徳
川
：呤
代
に
於
.

け
る
荫
業
論
©

變
遨
'

i

o

v

.

'

c

h

m

e

e

)

類
も
な
き
御
國
柄
と
可
レ
中
奉
レ
存
候
/

彼
は
こ
の
點
に
於
い
て
も
信
淵
と
同
，一
意
見
で
あ

.
る
。
然
る
に6
が
國
は
三
つ5
缺
15
を
有
し 

て
ゐ
る
。
第
一
に
遊
段
が
多
い
で
第
二
に
貿
易
理
財
の
道
が
開
け
て
ゐ
な
い
。
第
三
物
產
の
學
に
精
し
く
な
い
。
故
に
こ
れ
等
の
點
を 

救
濟
し
な
け
れ
ば
：な
ら
な
い

C
「

依
て
愚
意
奉
為
候
に
は、E

雇

の

御
#
計
に
被
V

爲
，一
立
置|

別
に
尊
ら
西
洋
の
貿
易
理
財
の
術
取
用 

ひ
、
御
老
中
様
の
御
內
に
て
共
御
掛
り
被
，
爲
&

、
公
儀
御
船
を
以
て
其
御

|

|

被

，
爲

&

、

不

斷

御

國

を

始
め
五
世
f

往
來 

し
て
彼
民
と
貿
易
し
、
.

典
御
出
方
を
以
て
防
海
の
入
費
、
._外
蒸
御
接
待
の
御
用
途
に
被
レ
爲
レ
充
度
儀
と.
奉
レ
存
候、.
,.

:
.
又
彼
の
_

の 

方
法
に
傚
ひ
、
諸
所
に
エ
作
場
を
開
き
、
互
に
相
勵
み
候
機
御
董
正
有
レ
之
、
又
物
產
の
學
を
明
か
に
し
て
澤
山
の
遺
財
を
收
め
、
其
出 

來
立
候
貨
物
と
共
に
船
に
横
み
、
五
世
摒
に
御
通
商
御
座
候
は
い
、

'
莫
；̂
|

絶
か
€

、防

海

其

外

の

御

用

途

に

隨

分

御

餘

評

可

レ

有

-
一 

御
座f

其
餘
計
を
以
て
益
々
御
國
カ
を
被&

レ
振
候
様
被&
V
勉
候
は
V
、
上
様
思
召
通
り
'五
世
界
第
：

一

等
.の
御
强
國
と
相
成
赞
は
し 
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又
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な
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又
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牢
九
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本
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述
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あ
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す
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。
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